
可

般
小
祝
血
廿

雨
続
京
五
郎
別
抗
は
芳
洲
、
封
州
の
印
刷
官
に
し
て
木
下
順
庖
の
門
弟

也
。
有
意
院
様
御
代
の
宋
よ
り
、
林
家
へ
ち
な
み
て
心
安
混
成
候
風

間
有
之
候
。
常
御
代
紀
府
よ
り
御
総
統
の
後
は
、
新
井
筑
州
文
柄
の

椛
も
装
へ

‘
林
家
再
び
文
衡
の
勢
北
ハ
リ
兆
粗
み
え
た
り
。
然
庭
京
五
郎
、

子
息
お
州
民
在
住
せ
し
を
呼
下
し
‘
帯
広
林
家
の
弟
子
と
顎
け
り
。

此
都
筑
州
被
承
.木
下
平
三
郎
へ
も
被
鍛
問
候
は
‘師
恩

E
忘
れ
中
の

み
な
ら
歩
、
世
路
の
勢
を
見
合
か
h

る
仕
形
.
聞
常
者
の
本
窓
を
失
候
。

B
製
問
の
淵
飯
を
も
不
緋
、
林
中
棋
の
俗
思
何
の
所
崇
あ
っ
て
如
此
い

た
し
候
干
、
共
内
諮
問
可
仕
と
の
都
民
候
庭
、
或
日
芳
洲
、
筑
前
の

許
へ
訪
け
り
。
共
諾
次
に
世
間
の
抑
制川
、
市
主
の
悪
口
、
陀
が
/¥

敷
持
品
併
に
候
。

別
て
筑
州
の
場
不
定
候。

十
に
七
八
は
皆
出
血
艇
に
て

候
得
共
、
共
内
一
つ
い
や
な
る
事
を
承
候
。
文
開
院
核
存
外
御
早
世

被
遊
候
は
.
第
一
御
色
慾
の
御
好
み
日
夜
に
長
じ
て
、
御
不
養
生
放

と
山
供
。共
根
元
を
中
候
得
ば
・庇
の
玄
宗
皇
帝
の
風
流
仰
を
附
一
九
時
晴

悶
し
倹
て
‘
筑
州
よ
り
献
上
有
之
候
よ
り
、
疏
御
好
色
の
情
深
〈
気

成
候
旨
申
候
。
若

々
川
政
事
に
存
候
旨
を
い
ふ
。
筑
前
以
の
外
無
色

E

机
じ
誕
不
符
の
者
に
は
候
得
北
ハ
、
震
の
惑
を
迎
へ
候
ほ
ど
の
者
K
て

は
僻
…
之
候
。
似
合
陀
少
々
寸
志
を
も
由
。
上
候
事
は
.
身
に
も
m
M
有
之

五
四

候
。
玄
宗
一
の
風
流
陣
な

E
儒
者
の
可
申
出
訴
に
て
も
知
之
候
。
左

桜
の
都
世
聞
に
て
御
関
候
と
も
、
筑
後
俄
不
宵
陀
は
候
得
央
、
夫
程

の
者
陀
て
は
無
之
候
と
、
御

一
品
目
の
御
挨
拶
陀
も
可
預
ほ
ど
の
賞
般

と
存
、
唯
今
迄
心
安
も
得
御
立
候
。
左
様
の
印
刷
は
定
て
林
家
の
徒
よ

り
御
聞
に
て
可
有
之
候
。
殺
て
此
方
よ
り
可
申
出
と
存
折
柄
K
候
問

巾
入
候
。
賞
殿
子
息
を
林
家
へ
被
山、

師
剖
却
の
契
約
被
仕
候
旨

.n-

は
如
何
様
の

思
召
候
や
。
先
師
岡
庖
先
生
の

家
も
吃
と
立
て
有
之

候
。
共
上
高
弟
に
て
候
室
新
助
主
始
降
級
有
之
践
に
、

一
位
の
付
組

も
無
之
か
L

る
振
舞
.
共
上
風
流
陣
の
郡
な
ど
承
候
儀
、

一
か
た
た

ら
ぬ
都
民
存
候
。

向
後
平
三
郎
以
下
申
談
、

御
交
は
絶
巾
・
に
て
可
有

之
候
と
吃
皮
被
申
入
候
。
出
刀
洲
以
て
の
外
山
地
特
有
之
、
共
後
段
k

如

何
を
入
、
先
づ
子
息
を
林
家
よ
り
引
取
、
針
州
へ
相
返
し
、
先
を
以

詑
言
の
設
綴
と
し‘

先
づ
無
別
事
四
回
成
候
。

地
問
品
先
生
制
。

京
五
郎
耶
劉
州
へ
仕
官
の
hf

k
候
へ
ば
.
図
の
錦

罰
則
の
震
怠
れ
ば
、
天
下
の
時
勢

E
も
少
見
計
ひ
‘
林
家
へ
は
制
限
り

申
候
は
ね
は
維
成
事
も
可
有
之
候
。
そ
と
は
能
工
夫
候
て

、
筑
州

以
下

へ祭、
て
叫
酬
も
巾
含
め
、
如
何
様
陀
も
可
能
成
も
の

K
候
慮
、

韓
忽
成
都
共
放
か
ミ
る
耽
問
掃
を
取
巾
-
K
て
候
A

とて ど ふ防井一
守 谷も。威主
「り ‘逃公i、F九
1 山公馴東議長
〈 。外良部 A
角l符ょ に のの
之 人りし務御
て 叶溜 て邸 畳E
柴怪 り f去に抽
敬の給 IC 被出
て思ふは 成
了ひ時放御
公をはち Illi
もな出飼 候
産すでに時
塁塁 。迎し
~ llilへぬー
し内、 。司
手告を外街P'D 
Jt品11へ庭白
'拘IJ I品中 ~~
或す給 IC ~ 
時れム居飼
士 ぱ /1寺 とし
人 ‘はいめ
来衆起 へ紛

が
許
へ

、
京
都
の
品
開
子
来
訪
へ
り
。
士
人
公
命
を
車中
て
伎
に
出
で
不

在
。
抽
出
干
常
陀
心
安
が
故
陀
、
留
守
な
が
ら
共
許
陀
待
て
居
ぬ
。
時

に
一
裳
の
白
鷺
・
小
庭
医
古
市
経
ぷ
。
浪
子
前
〈
野
山
也
と
。
杖
を
以

]
首
を
打
陀
‘
一
打
に
し
て
倒
れ
向。
浪
子
大
に

宝
仙
主
人
の
来
る
を

待
て
共
陀
食
ん
と
思
ひ
・
共
殺
を
瀧
…
居
の
釘
陀
か
け
四
国
き
ぬ
。
曽
有

1
1
人
外
よ
り
邸
り
、抽
出
子
と
相
指
す
。
扱
釘
に
懸
た
る
鷲
を
観
て
大

日
明
書
ベ
公
平
止
街
一
鈍
震
の
趣
を
一
耳
0
・良
子
も
逃
恐
怖
し
い
そ
ぎ
始
終

一一
松
田
山
し
語
頭
を
以
て
書
上
し
、
主
人
は
警

届
し
ぬ。
公
開
之
被
仰

]
?

は

必
者
必
耐
震
さ
す
べ
か
ら
宇
。
君
事
は
御
不
便
に
被
思

ー
と
い

へ
ど
も
・
紙
日
放
各
迷
惑
い
た
し
候
印
刷
御
・主

主

主

食

。

ふ

営

者

之
も
・

2
Z
Z童
需
品
後
悔
被
遊
供
。

十

後
は
御
飼
ぬ
な
ど
は
可
被
指
止
と
思
召
候
旨
被
仰
出
供
。

間
人
感
泣

可
制
小
段
怨

を
似
さ
ピ
る
は
位
…
か
り
げ
る
よ
し
。

私
陀
制
。
公
御
強
制
耐
の
堺
、
今
に
人
口
に
附
矢
す
と
い

へ
ど
も
、

此
鷲
の
一
一
品
衆
美
来
る
と
云
ぺ
し
。
百
哉
の
後
と
い
へ
共
臣
子
の

身
と
し
て
削
之
て
・
山立
感
泣
這
慕
の
相
川陀
桃山ペ
け
ん
や
。
古
人
の

所
開
明
震
災
玉
は
篤
司古
川産
-不
ν
寄
v
人
と
公
織
に
優
に
鏡
ν
之
突
。

一
、
白
石
の
狩
と
図
研
の
訴
の
許

叫
が
傑
六
年
十

-n

先
生
の
結
。
此
皮
白
石
西
瓜
の
持
及
府
金
屋
喜
右
衛
門
方
へ
被
崎
町
供

十
境
の
詩
左
ど
別
て
傑
作
と
可
申
候
。
祇
園
生
・
帥叫-誌
を
加
候
て
白

石
作
盛
府
を
も
隠
候
て
、
芭
陀
初
庇
の

此
伶
期
・
祉
審
言
が
趣
を
得

巾
候
旨
被
巾
候
。

円見
は
話
口
巾
た
る
都
と
存
候
。
成
程
叶
悶
庇
を
も
超
え

候
得
共
、
さ
れ
ば
と
て
社
工
部
と
伍
は
難
成
候
。
委
細
は
西
瓜
の
侍

Jι
ど
起
句
に
て
・
西
瓜
二
宇
一
は
言
鎧
し・

詠
物
の
鑓
邦
一口古
今
日
立
円

候
へ
共
・
社
符
が
鈴
虫
先
生
烏
角
巾
な
苫
の
絞
忙
・
全
世
州
安
/
¥
と

自
然
の
妙
を
得
市
事
雛
及
候
。
祉
は
詩
に
連
な
る
故
K
・
詠
物
は
跡

物
の
慨
を
極
め
・
閣
官
歪
は
関
趨
幽
哲
也
究
候
。
此
に
は
何
と
も

精
力
の
難
及
所
有
之
候
。
依
之
白
石
被
巾
候
は
、

法
所
に
て
図
碩
と

や
ら
ん
市
名
人
・
弟
子
共
陀
巾
侠
は
‘
我
柑
噌
が
裁
に
勝
申
者
は
担
…
之

告
に
候
。
共
仔
細
は
盤
上
陀
三
百
六
十
回
有
之
候
。

何
れ
の

mk成

五
宝E




